
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．農地等活⽤推進事業

市町村や地域協議会等が、重要な地域資源である農地等を有効活⽤するため、地域ぐ
るみの話合いを通じ、⽣産基盤や周辺環境を整備するなど、地域の特性を活かした農業の
展開や地域資源の付加価値向上を推進します。
ア 専⾨家を⼊れた話合いや地域の特性を活かした最適⼟地利⽤計画等の策定
イ ⽔⽥の畑地化や⾼収益作物の導⼊等に係る農地の簡易な整備
ウ 農業⽤ハウスや簡易トイレ等農業参⼊しやすい環境の整備

２．低コスト⼟地利⽤⽀援事業
市町村や地域協議会等が、重要な地域資源である農地等を低コストで維持するため、

粗放的な利⽤（放牧や環境保全効果が期待される蜜源作物等）によるモデル的な取組
を⽀援するとともに、⾷料不⾜等の有事を想定し、当該農地の⽣産性や有⽤性を検証します。
① 粗放的農地利⽤事業
ア 専⾨家を⼊れた話合いや粗放的利⽤に係る最適⼟地利⽤計画等の策定
イ 粗放的利⽤を⾏うための農地の刈払いや電気牧柵等条件整備
ウ 蜜源作物等の種苗費や省⼒化機器の導⼊等粗放的利⽤の実証
エ 保全すべき農地周辺部における⿃獣緩衝帯機能を有する計画的な植林等
② ⽣産性検証（⾷料⾃給⼒確保）事業
ア 専⾨家を⼊れた有事を想定した安定的な⾷料⽣産の実証計画の策定
イ ⾷料⽣産の実証及び実証に必要となる農地の簡易な整備

［お問い合わせ先］農村振興局地域振興課（03-6744-2665）

農⼭漁村振興交付⾦のうち
最適⼟地利⽤対策

【令和４年度予算額 9,752（9,805）百万円の内数】
＜対策のポイント＞
地域のコミュニティの維持と農⼭漁村の活性化及び⾃⽴化を後押しするため、地域ぐるみの話合いを通じ、重要な地域資源である農地の有効活⽤や粗放的

な利⽤によるモデル的な取組を⽀援し、⼟地利⽤の最適化を推進します。

＜事業⽬標＞
地域コミュニティ機能の維持や強化に取り組み、事業⽬標を達成した地区数（100地区［令和８年度まで］）

＜事業の流れ＞

国 都道府県 市町村、地域協議会等

1/2、定額等

農
村
に
お
け
る
多
様
な
⼟
地
利
⽤
⽅
策
の
取
組
⽀
援

【専⾨家を⼊れた話合い】 【⼟地利⽤計画、整備計画の策定】

【農地の簡易な整備】 【蜜源作物の取組】 【放牧の取組】

【⾼収益作物の導⼊】 【⽣産性の検証】

地域コミュニティ機能の維持・強化、農⼭漁村の活性化・⾃⽴化

【⿃獣緩衝帯機能を有する植林】

※下線部は拡充内容


